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(平成２９年度）　第２回運営推進会議実施報告書
平成30年2月22日

事業所名 認知症対応型通所介護サービスの種類羽田高齢者在宅サービスセンター

開催日時

フロア見学を実施。
【活動報告補足】個別ケアの一環として、個別プログラム訓練を行なっています。生きがい活動的なもの
（笑顔の時間がふやせるように…洗濯たたみができるように…など）や、転倒予防に安全に歩ける環境
作りなど、個々の目標を立ててケアに取り組んでいます。
また、今年度から「やる気アップトレーニング」として、ゲーム感覚に達成度を図れるようなプログラムを新
たに取り入れています。

開催場所 大田区本羽田３-２３-４５　特別養護老人ホーム羽田　３階クラブ室

【家族】近所の認知症高齢者がいて、色々とお世話しています。
認知症カフェがあるというのを知っていましたが、よくわからなくて…。今日、話しを聞いて良く分かりまし
た。興味があるので、今度、参加してみようと思います。

【民生委員】理美容券の配布が郵送になる予定。熱中症やオレオレ詐欺予防のチラシ配布時に理美容
券の使用状況を確認する。理美容券は高齢者が外へ出るきっかけになれると良いです。
【地域包括支援センター】
認知症カフェ　取り組みの案内。

出席者

　８人

【利用者】よろしくお願いします。いつも、元気に来ています。
【家族】主人がお世話になっています。前回も参加しました。だいぶ慣れてきたようです。

（内訳）

地域のつながりが大事です。近所の認知症高齢者や介護にお困りの時は、まずは地域包括支援セン
ターまでご相談ください。


